
例年にないほどに暑く長い夏が、ようやく終わろうとしています。食欲の秋、芸術の秋など、季節としての秋を

少しでも早く楽しみたいところですが、学校ではすでに「行事の秋」が始まっています。校外学習、宿泊学習、進

路見学など各学部、校外での活動が続いています。11月の「文化祭」に向けても少しずつ準備が始まっているとこ

ろです。小・中学部で副籍交流をしている児童・生徒は、運動会、学芸会、展覧会など、地域指定校での秋の行事

を予定している方も多いです。一人一人にとって、実り多き秋となるよう取り組んでまいります。 

 今回のコーディネーターだよりでは、本校にお越しいただいている外部専門員の先生方の御専門について、また、

本校ではどのような御助言をいただいているかなど、御紹介いたします。 

 

★外部専門員の活用について 

教員の専門性向上のため、さまざまな専門職の先生方から助言をいただき、日々の授業や指導に活かしています。

今回は、「視能訓練士」「柔道整復師」の先生方について御紹介します。 

 

【視能訓練士】                 公益社団法人 日本視能訓練士協会HP参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【柔道整復師】                  公益社団法人 日本柔道整復師会HP参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コーディネーターだより   令和６年９月２６日 No.３ 
東京都立府中けやきの森学園校長 相賀  直  

特別支援教育コーディネーター 

 

視能訓練士（Certified Orthoptist：CO)とは、小児の弱視や斜視の視能矯正や視機能の検査をおこなう国家資格を

持つ専門技術職です。眼科診療所や病院で、視能検査、視能訓練、健診（検診）などの業務を担っています。本校に

お越しいただいている藤山先生は、他の都立特別支援学校でも視機能のスペシャリストとして御活躍されています。 

＊＊本校での活用について＊＊ 

対象 主としてA部門（B部門も見ていただくことがあります） 

支援内容 近視、乱視、弱視、追視などの目の見え方や、眼鏡の活用について、丁寧にアセスメントをしていただき、

児童・生徒の見え方に応じた、教材を提示する高さ、教材と子どもとの距離といった、授業の環境設定についてアド

バイスをいただき、日々の指導に活かしています。 

柔道整復師は国家資格の一つです。一般的に、ほねつぎ、整骨師、接骨師として広く知られ、厚生労働大臣免許の

もとで、整骨院・接骨院、医療機関などで、骨折、脱臼、捻挫、打撲、挫傷（筋・腱の損傷）などの施術（治療）を

する職種の正式名称です。本校にお越しいただいている永久先生は、鍼灸接骨院で院長を務められており、はり師、

きゅう師の資格もお持ちです。 

＊＊本校での活用について＊＊ 

対象 B部門 

支援内容 身体の動かし方や、姿勢、筋力に課題のある児童・生徒について御相談しています。直接、施術をしても

らうことはできませんが、学校の中で取り組める動きや運動を教えていただき、自立活動や体育の授業など、日々の

指導の中で活かしています。 


